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開催日程



約26.０００ m2

展示総面積

4７５ 社 出展

24年：３９２社

９８９ 小間

24年：859小間

※6/26時点



概 要
開催期間：7月16日(水) ～ 7月18日(金)

内 容 ： 一般出展社 (475社)
JSAE企画展示
JSAE企画講演
技術開発特別講演
新技術搭載車両展示
体験型企画
フォーラムNAGOYA
出展社セミナー



新しい技術との融合で創る クルマとモビリティの未来
ーDXで広がる自動車技術ー

【主旨】
昨今、自動車業界はAIやビッグデータの活用といったデジタル技術革新DXに
より、 自動運転やテレマティクスを活用したサービスなど10年前とは比較でき
ないほど進化しています。今まさに自動車技術は新しい技術領域との共創に
よりさらに飛躍し、クルマとモビリティの未来を創りだそうとしています。
本展示会では、DXで実現するクルマの進化、クルマを取り巻く社会・サービスの
進化、モノづくりの進化という３つの視点で展示や講演を企画しています。
ともに未来を考える場となれば幸いです。

2025年 主催者企画テーマ 名古屋・横浜共通



●展示協力企業・団体 (五十音記載)
アイサンテクノロジー株式会社／株式会社アイオイ・システム／株式会社アイシン／株式会社eve autonomy／A-Drive株式会社／
株式会社NTTドコモ／オムロン株式会社／株式会社SUBARU／株式会社ティアフォー／デンソーウェーブ株式会社／東京海上日動
火災保険株式会社／TOPPAN株式会社／トヨタ自動車株式会社／Dolby Japan株式会社／日産自動車株式会社／パナソニック
オートモーティブシステムズ株式会社／東日本高速道路株式会社／本田技研工業株式会社／Microsoft Research Asia／マツダ
株式会社／マップボックス・ジャパン合同会社





JSAE企画講演 （Web配信の詳細は別途）



技術開発特別講演



新技術搭載車両展示

※展示内容に一部変更がございます。車両
展示コーナーに展示される車両は右の通り
です。

最新技術を搭載した車両が集結
車両に触れていただき、
技術の気づきを肌で感じていただく



体験型企画



フォーラムNAGOYA
・自動車技術と関連分野の最新動向・展望を紹介する講演会

・2024年に続き現地開催による全6セッションを予定

・出展社による製品・技術や企業・業界情報などの紹介

・全27セッション/２４社

出展社セミナー

※6/2６時点



特別出展エリア
・自動車技術会中部支部エリア

・韓国次世代モビリティ技術交流エリア

・スタートアップ・アカデミアエリア

中部エリアで活動している企業が終結！

各社の特徴ある様々な技術を展示しております。

韓国の自動車部品産業は、電動化・自動運転などの分野で急速に成長し、世界市場
でも存在感を高めております。今年の展示会にはバッテリー、水素燃料、軽量化素材、
センサー技術、コネクテッド化技術など、世界的先進技術を持ち、かつ日本企業との
協力を希望する50社の韓国企業が出展します。

未来を担うスタートアップ企業や、研究成果の社会実装を目指す大学・教育機関
による展示やプレゼンテーションが実施されます。



開催規模や出展数のご案内



出展規模 475社 989小間
（2024年：392社 859小間）

そのほか、オンラインのみ出展が11社

出展内容 初出展社20６社 （2024年：120社）

世界初公開の技術 6件

日本初公開の技術 7件 ※6/26時点

来場登録者数 30,000名以上 （見込み）



来場登録のご案内



Press／Mediaルーム L2会議室にPress／Mediaルームを設置します。

Press／Media
ルーム L2会議室

•メディア登録は当日Press／Mediaルームにて
行います。必ずPress／Mediaルームにチェック
インいただきますよう、宜しくお願い致します。



ご清聴ありがとうございました



質疑応答



以 上


